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新規採用職員のみなさん、
ご就職おめでとうございます。

ようこそ、自治労へ

県市町村行政課
交渉レポート

市
町
村
職
場
の
課
題
を
訴
え
る

　

２
０
２
４
春
闘
に
際
し
、
自
治
労
福
島
県
本
部
は
３
月
22
日
に
県
市
町
村
行
政
課
と
交
渉

を
行
い
、
市
町
村
の
組
合
員
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
た
。
県
本
部
は

交
渉
結
果
に
つ
い
て
各
単
組
と
共
有
を
図
る
。
多
く
の
単
組
で
は
春
闘
が
終
わ
り
つ
つ
あ
る

が
、
引
き
続
き
、
通
年
闘
争
と
し
て
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
を
目
指
し
て
い
く
。

県市町村行政課・草野博行課長（左）に要求書を手交する澤村委員長
　

交
渉
冒
頭
、
県
本
部
・
澤

村
英
行
中
央
執
行
委
員
長
よ

り
県
市
町
村
行
政
課
・
草
野

博
行
課
長
に
、
県
知
事
宛
の

要
求
書
を
手
交
。
要
求
書
で

求
め
た
18
項
目
を
中
心
に
、

県
の
見
解
を
質
し
た
。
職
員

団
体
か
ら
の
賃
金
・
労
働
条

件
に
係
る
要
求
・
交
渉
の
申

し
入
れ
に
つ
い
て
は
、「
職
員

団
体
等
が
交
渉
を
求
め
る
こ

と
は
地
方
公
務
員
法
上
規
定

さ
れ
た
権
利
。
適
切
に
対
応

さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
の
回

答
を
引
き
出
し
た
。
ま
た
、

地
方
公
共
団
体
の
賃
金
・
労

働
条
件
決
定
に
あ
た
り
市
町

村
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
助

言
と
し
た
指
導
や
干
渉
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
労
使
間
に
お
い

て
十
分
に
協
議
し
て
対
処
さ

れ
る
べ
き
も
の
」
と
の
回
答

を
引
き
出
し
た
。
こ
れ
ら
の

回
答
は
、「
賃
金
・
労
働
条
件

の
決
定
に
際
し
、
交
渉
・
協

議
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
」

と
の
見
解
を
県
が
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
各
単
組
で
労
使

が
こ
の
内
容
を
改
め
て
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

交
渉
で
は
喫
緊
の
課
題
と

し
て
災
害
応
急
作
業
等
手
当

に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
県
内

で
当
該
手
当
が
あ
る
の
は
県

の
み
で
あ
り
、
市
町
村
で
は

６
月
議
会
で
の
新
設
を
目
指

す
こ
と
に
な
る
。
県
で
も
、

当
該
手
当
の
改
正
に
向
け
労

使
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
市
町
村
行
政
課
か

ら
は
「
人
事
か
ら
の
情
報
が

入
手
で
き
次
第
、
市
町
村
に

も
情
報
提
供
を
行
う
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
今

次
春
闘
で
は
大
企
業
か
ら
中

小
へ
の
価
格
転
嫁
が
ど
れ
だ

け
進
む
か
が
課
題
と
な
る
が
、

県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市

町
村
に
対
し
、
業
務
委
託
や

指
定
管
理
者
制
度
の
委
託
料

に
適
切
な
価
格
転
嫁
を
行
う

よ
う
助
言
等
を
求
め
た
こ
と

に
対
し
て
は
、「
担
当
課
に
伝

達
し
周
知
等
を
図
り
た
い
」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

２
０
２
４
春
闘
終
結
後
も
、

通
年
闘
争
と
し
て
の
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

被
災
地
に
思
い
を
寄
せ
て
　～
自
治
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
声
～

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
４
か

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
自
治
労
は
こ
の
間
、
災

害
特
別
カ
ン
パ
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
県
内
単
組
か
ら
も

多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、

福
島
県
本
部
と
し
て
４
４
５

万
円
超
を
集
約
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
改
め
て
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

そ
し
て
、
３
月
４
日
か
ら

は
自
治
労
に
支
援
要
請
の

あ
っ
た
七
尾
市
、
能
登
町
へ

自
治
労
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
が
始
ま
っ
て
い
る
。

福
島
県
本
部
か
ら
は
県
職
連

合
の
山
田
楽
さ
ん
が
参
加
し

た
。

　

山
田
さ
ん
は
３
月
17
日
～

23
日
ま
で
の
日
程
で
参
加
。

七
尾
市
で
の
総
合
支
援
窓
口

受
付
業
務
に
携
わ
っ
た
。
初

日
は
日
曜
日
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
２
０
０
人
台
の
来
庁

者
だ
っ
た
が
、
翌
月
曜
日
に

は
義
援
金
の
窓
口
受
付
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
お

お
よ
そ
６
０
０
人
へ
増
加
。

他
の
支
援
者
と
協
力
し
な
が

ら
、
対
応
し
た
と
の
こ
と
。

　
「
県
職
員
の
自
分
は
市
民
と

直
接
接
す
る
機
会
が
少
な
い

の
で
、
市
町
村
の
皆
さ
ん
の

仕
事
ぶ
り
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
で
す
。
被
災
市
民

の
方
に
は
、
形
式
的
な
説
明

で
は
な
く
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

寄
り
添
う
姿
勢
で
の
相
談
対

応
に
努
め
ま
し
た
」。
普
段
と

異
な
る
業
務
に
携
わ
っ
た
こ

と
は
山
田
さ
ん
に
も
貴
重
な

経
験
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

「
被
災
地
の
皆
さ
ん
は
ま
だ
ま

だ
大
変
な
状
況
で
す
。
遠
く

離
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
で

山田　楽さん（県職連合）

総合支援窓口で奮闘する山田さん

も
寄
り
添
う
気
持
ち
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

山
田
さ
ん
の
言
葉
に
は
、

被
災
地
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
。

福
島
市
職
労
・
萩
原
友
梨
香
さ
ん
　
大
賞
に
輝
く
！

～「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
採
用
～

　

自
治
労
は
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
重
要
性
と
と
も
に
、
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
人
員
確
保
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
拡
充
に
む
け
た
財
源
の

確
保
の
必
要
性
を
幅
広
く
訴

え
る
た
め
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

な
お
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
街

宣
用
チ
ラ
シ
に
掲
載
す
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
募
集
が

行
わ
れ
た
が
、
福
島
市
職
労
・

萩
原
友
梨
香
さ
ん
の
作
品
が

大
賞
に
輝
い
た
。

　

受
賞
作
品
は
、『「
何
で
も

な
い
日
常
」
も
、
誰
か
の
仕

事
で
で
き
て
い
る
』。

　

萩
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
。

キャッチ・コピーが採用された街宣チラシを
お披露目する萩原友梨香さん　　　　　　　

Ｑ�

：
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
込

め
た
思
い
は
？

Ａ�

：
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い

る
、
上
下
水
道
が
使
え
る

等
々
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
享
受
し
て
い
る
日
常
も

全
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え

ま
し
た
。

Ｑ
：
受
賞
の
感
想
は
？

Ａ�
：「
ま
さ
か
」
と
思
い
ま
し

た
。
日
常
の
あ
り
が
た
み

を
綴
っ
た
だ
け
な
の
で
、

驚
き
と
う
れ
し
さ
が
入
り

ま
じ
っ
た
気
持
ち
で
す
。

コ
ス
ト
削
減
が
叫
ば
れ
る

け
ど
、
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
る
も
の
こ
そ
お

金
を
削
減
す
べ
き
で
は
な

い
。
思
わ
ぬ
し
っ
ぺ
返
し

が
危
惧
さ
れ
る
の
で
、「
本

当
に
削
減
し
て
い
い
も
の

は
何
な
の
か
」、
き
ち
ん
と

知
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　

作
品
に
は
萩
原
さ
ん
の
そ

の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　県職連合の専従を務めた人たちには、痛風持ちが多いのですが、
私もその一人でした。「でした」と過去形なのは、今数値が下がっ
ていて薬も止めているからです。
　記憶をたどると、最初の発作は12年前の冬。左のくるぶしが痛
かったので、ビール飲み飲み揉んでいたら腫れてきて、晴れて痛
風患者となりました。２度目は２年後の専従時代、真夏に水分取
らず庭作業し、夜にビールを痛飲したら、翌日膝にきました。痛
風は大抵の場合、足の指が腫れて、発作を繰り返すと患部が上がっ
ていき、最終的には腎臓がやられると聞いていたので、「デビュー
から僅か２年で膝まで来たか」、とゾッとしました。ちなみに、「風
が当たっても痛いから痛風」が語源と言われているので、扇風機
の風を当ててみましたが、私の場合は痛くなかったですね。
　最初の発作以降、薬で数値を下げていましたが止めたいと思い、
いろいろ探していたところ、良いものを見つけました。
　その名は「グリーンルイボスティー」、未発酵のルイボスティー
です。お茶としては値段が高めですが、飲みやすいので毎日１リッ
トル以上飲んでいます。効果は抜群で、薬を止めても数値は6.5
（7.0以上が要注意）になりました。（昨年専従になって以来の酒量
増加が不安ですが…）
　無印良品だと500㎖24本入2,736円で売っていますが、大量に飲
むのでティーバッグがおすすめです。アマゾンだと30包入（１包
で１リットル作れます）1,000円位で売っています。
　痛風友の会の皆様は是非ともお試しあれ。

県職総支部事務局長

川村　美彦
（県職連合）

〜 私の名刺⑧ 〜

私の痛風対策
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自
治
労
福
島
県
本
部
新
執
行
体
制

組
織
部
長
（
全
県
選
出
）

福
　
地
　
　
　
努

中
央
執
行
委
員
（
県
北
総
支
部
）

鈴
　
木
　
　
　
巧

中
央
執
行
委
員
（
浜
総
支
部
）

齊
　
藤
　
浩
　
司

中
央
執
行
委
員
（
公
共
民
間
評
）

菅
　
野
　
朱
　
美

書
記
長

鈴
　
木
　
　
　
茂

中
央
執
行
委
員
（
県
北
総
支
部
）

木
　
村
　
圭
　
介

中
央
執
行
委
員
（
浜
総
支
部
）

末
　
永
　
暁
　
久

中
央
執
行
委
員
（
社
福
評
）

服
　
部
　
孝
　
徳

副
中
央
執
行
委
員
長

緑
　
川
　
大
　
輔

中
央
執
行
委
員
（
県
職
総
支
部
）

畑
　
中
　
彰
　
仁

中
央
執
行
委
員
（
会
津
総
支
部
）

栗
　
田
　
美
　
穂

中
央
執
行
委
員
（
衛
医
評
）

山
　
下
　
幸
　
一

副
中
央
執
行
委
員
長

石
　
井
　
陽
　
一

中
央
執
行
委
員
（
県
職
総
支
部
）

川
　
村
　
美
　
彦

中
央
執
行
委
員
（
会
津
総
支
部
）

芳
賀
沼
　
崇
　
正

中
央
執
行
委
員
（
現
業
評
）

二
　
瓶
　
正
　
則

副
中
央
執
行
委
員
長

佐
　
藤
　
寛
　
喜

自
治
労
共
済
担
当
中
央
執
行
委
員

齋
　
藤
　
浩
　
昭

中
央
執
行
委
員
（
県
南
総
支
部
）

小
　
沼
　
勇
　
貴

中
央
執
行
委
員
（
女
性
部
）

羽
　
賀
　
理
　
恵

会
計
監
査
委
員

野
　
内
　
一
　
昭

会
計
監
査
委
員

長
　
峯
　
秀
　
之

中
央
執
行
委
員
長

澤
　
村
　
英
　
行

調
査
部
長
（
全
県
選
出
）

山
　
田
　
益
　
寿

中
央
執
行
委
員
（
県
南
総
支
部
）

武
　
田
　
貴
　
志

中
央
執
行
委
員
（
青
年
部
）

木
野
内
　
　
　
靖

会
計
監
査
委
員

小
　
林
　
昌
　
史

（専従・新・会津若松市職）

（非専従・再・国見町職）

（非専従・再・相馬市職）

（非専従・新・国保連労組）

（専従・再・福島市職）

（専従・新・福島市職）

（専従・新・大熊町職）

（非専従・新・会津坂下町職）

（非専従・新・矢祭町職）

（非専従・新・県職連合）

（非専従・新・喜多方市職）

（非専従・再・いわき市職連合）

（非専従・再・会津若松市職）

（専従・再・県職連合）

（専従・新・下郷町職）

（非専従・新・県職連合）

（非専従・再・県職連合）

（離籍・再・福島市職）

（非専従・再・天栄村職）

（非専従・新・県職連合）

（非専従・再・いわき市職連合）（非専従・再・会津坂下町職）

（離籍・再・県職連合）

（専従・新・いわき市職連合）

（専従・新・須賀川市職）

（非専従・新・泉崎村職）

（非専従・再・県職連合）

新体制で運動強化と組織拡大を推進

特
別
執
行
委
員

（
自
治
体
議
員
連
合
）

連

合

福

島

会

長

澤
　
田
　
精
　
一
（
南
相
馬
市
職
）

東
北
労
働
金
庫
福
島
県
本
部
長

今
　
野
　
　
　
泰
（
福
島
市
職
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

八
　
巻
　
由
　
美
（
福
島
市
職
）

こ
く
み
ん
共
済
ｃｏｏ
ｐ
福
島
推
進
本
部
副
本
部
長

福
島
県
地
方
自
治
研
究
所
理
事
長

福
島
県
本
部
共
済
推
進
委
員
会
推
進
委
員
長

志
　
賀
　
一
　
幸
（
県
職
連
合
）

福
島
県
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員

坂
　
内
　
孝
　
浩
（
会
津
若
松
市
職
）

福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長

引
　
地
　
力
　
男
（
県
職
連
合
）

※2024年執行体制では、書記次長が欠員となっております。県本
部運動に支障をきたさないよう取り組んでまいりますが、各総
支部・各単組の皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。
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